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町
財
政
の
現
状
と

　
　
　
　
　

課
題
に
つ
い
て

　

現
在
、
全
国
的
な
人
口
減

少
や
社
会
構
造
の
変
化
に
伴

い
、
自
治
会
の
担
い
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
を
退
会
さ

れ
る
方
や
、
転
入
さ
れ
て
も

入
会
さ
れ
な
い
方
も
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
自
治

会
運
営
に
つ
い
て
、
抜
本
的

な
見
直
し
が
必
要
な
時
期
に

来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

①
本
町
の
各
自
治
会
の
加

入
状
況
に
つ
い
て
。

　

②
未
加
入
の
町
民
に
対
す

る
加
入
促
進
施
策
に
つ
い

て
。

　

③
自
治
会
へ
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
。

　

④
公
平
性
の
維
持
と
退
会

抑
止
に
向
け
た
「
受
益
者
負

担
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

　

①
加
入
率
90
％
以
上
が
6

自
治
会
、
50
％
未
満
が
3
自

治
会
、
平
均
80
・
1
％
。

　

②
退
会
を
希
望
す
る
方
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
、

自
治
会
に
は
災
害
発
生
時
な

ど
の
共
助
機
能
が
あ
る
こ
と

や
、
自
治
会
費
が
防
犯
灯
の

設
置
等
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
説
明
し
、
退
会
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

③
広
報
紙
の
分
散
配
布

や
、
自
治
会
長
等
と
の
連
絡

や
報
告
は
メ
ー
ル
等
で
の
や

り
と
り
で
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

④
加
入
・
未
加
入
に
よ
る

公
平
性
は
、全
国
的
な
課
題
。

本
町
の
一
部
の
自
治
会
で

は
、
防
犯
灯
の
電
気
代
を
退

会
さ
れ
た
方
か
ら
も
負
担
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
令
和
８
年
度
に

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
財
政
検
討
特
別

委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
町
財
政
の
現

状
と
課
題
、
結
果
分
析
・
課

題
分
析
と
対
応
策
検
討
な

ど
、
過
去
を
振
り
返
り
、
次

に
進
む
た
め
の
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
特
別
委

員
会
は
、
４
回
計
画
さ
れ
て

お
り
、全
員
協
議
会
を
経
て
、

３
月
下
旬
に
策
定
予
定
で

す
。
現
状
を
鑑
み
、
方
向
性

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
財
政
状
況
に
つ
い

て
は
、
２
回
開
催
し
て
お
り

ま
す
財
政
検
討
特
別
委
員
会

に
お
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
、

国
の
税
制
改
正
（
い
わ
ゆ
る

１
０
３
万
円
の
壁
の
見
直

し
）、
制
度
改
正
等
に
影
響

を
受
け
る
財
政
で
あ
り
、
今

後
、
中
学
校
長
寿
命
化
改
修

事
業
、
新
庁
舎
建
設
事
業
な

ど
の
大
型
事
業
が
控
え
て
お

り
ま
す
。

　

こ
こ
で
無
計
画
な
財
政
運

営
を
行
え
ば
、
再
び
元
の
苦

負担の少ない自治会運営と
　　　公平性の確保

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に

　
　
　

生
理
用
品
の
設
置
を

　

相
談
を
た
め
ら
う
児
童
生

徒
や
、
自
己
表
現
が
苦
手
な

児
童
生
徒
へ
の
配
慮
に
つ
い

て
は
、
保
健
室
で
も
ら
え
る

こ
と
を
女
子
ト
イ
レ
の
個
室

に
掲
示
し
、
対
話
を
通
じ
て

支
援
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
の
不
安
や
心
配

等
の
内
面
の
気
づ
き
、
そ
の

為
に
必
要
と
な
る
配
慮
あ
る

対
応
こ
そ
、
全
て
に
お
い
て

求
め
ら
れ
る
学
校
の
役
割
で

果
た
す
べ
き
責
務
と
認
識
し

て
い
る
。

　

学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
の
設
置
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
と
同
じ
様
に
、
生

理
用
品
も
ト
イ
レ
に
設
置
す

る
こ
と
で
、
安
心
し
て
学
校

生
活
が
送
れ
る
こ
と
は
、
設

置
し
て
い
る
学
校
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

　

昨
年
10
月
時
点
で
、
小
中

学
校
に
設
置
す
る
区
市
町
村

は
２
９
５
、
ま
た
役
所
庁
舎

ト
イ
レ
へ
の
設
置
も
１
２
１

自
治
体
に
広
が
り
、
民
間
企

業
に
も
波
及
し
て
い
ま
す
。

　

文
科
省
の
「
事
務
連
絡
」

で
も
、
生
理
用
品
の
必
要
を

言
い
出
し
に
く
い
児
童
・
生

徒
に
も
配
慮
し
、
安
心
し
て

入
手
で
き
る
提
供
場
所
を
保

健
室
以
外
に
も
設
け
る
工
夫

を
求
め
て
い
ま
し
た
。
生
駒

郡
内
で
、
生
理
用
品
を
設
置

し
て
い
な
い
の
は
平
群
町
だ

け
で
す
。
平
群
町
も
決
断
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

地
震
等
大
災
害
時
の
長
期

間
断
水
に
必
要
と
な
る
生
活

用
水
の
供
給
は
重
要
で
す
。

本
町
で
は
そ
の
一
つ
、
民
間

所
有
井
戸
の
提
供
制
度
を
令

和
６
年
９
月
か
ら
実
施
し
て

い
る
。
登
録
数
は
現
時
点
で

６
カ
所
だ
が
、
住
宅
密
集
地

や
町
中
心
部
に
は
な
い
。
今

後
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
更
な

る
登
録
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
公
的
水
源
の
確
保
が

必
要
。
元
簡
易
水
道
等
の
水

源
利
用
が
考
え
ら
れ
る
が
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
公
的
な
災
害
用
生

活
水
供
給
施
設
と
し
て
、
広

域
避
難
施
設
と
な
る
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
井
戸

を
整
備
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
。
平
時
は
そ
の
地
下
水
を

植
栽
の
灌
漑
用
に
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
、
夏
場
の
上
水

道
の
大
幅
節
減
と
も
な
る
。

避
難
所
等
に
設
置
す
る
井
戸

設
置
は
、
国
の
負
担
も
あ
り

町
負
担
は
少
な
く
、
災
害
時

対
策
と
日
常
の
節
水
も
で
き

る
有
効
な
設
備
と
な
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
実
現
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
く
提
案
す
る
。

　

今
後
も
広
報
紙
等
で
、
災

害
時
の
民
間
井
戸
登
録
の
呼

び
か
け
を
行
な
う
と
と
も
に

文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
、
災
害

時
用
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

を
設
置
予
定
し
て
い
る
の
で

井
戸
の
設
置
は
有
効
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。
生
活
用
水

の
確
保
に
つ
い
て
は
情
報
収

集
し
、
検
討
し
て
い
く
。

し
い
状
況
に
陥
る
可
能
性
が

あ
り
、
財
政
面
で
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
新
た
な
財
政
健
全
化
計

画
の
策
定
が
必
要
と
考
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、次
回
以
降
、

開
催
す
る
財
政
検
討
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
引
き
続
き

ご
意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
、

内
容
を
深
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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町
財
政
の
現
状
と

　
　
　
　
　

課
題
に
つ
い
て

　

現
在
、
全
国
的
な
人
口
減

少
や
社
会
構
造
の
変
化
に
伴

い
、
自
治
会
の
担
い
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
を
退
会
さ

れ
る
方
や
、
転
入
さ
れ
て
も

入
会
さ
れ
な
い
方
も
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
自
治

会
運
営
に
つ
い
て
、
抜
本
的

な
見
直
し
が
必
要
な
時
期
に

来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

①
本
町
の
各
自
治
会
の
加

入
状
況
に
つ
い
て
。

　

②
未
加
入
の
町
民
に
対
す

る
加
入
促
進
施
策
に
つ
い

て
。

　

③
自
治
会
へ
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
。

　

④
公
平
性
の
維
持
と
退
会

抑
止
に
向
け
た
「
受
益
者
負

担
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

　

①
加
入
率
90
％
以
上
が
6

自
治
会
、
50
％
未
満
が
3
自

治
会
、
平
均
80
・
1
％
。

　

②
退
会
を
希
望
す
る
方
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
、

自
治
会
に
は
災
害
発
生
時
な

ど
の
共
助
機
能
が
あ
る
こ
と

や
、
自
治
会
費
が
防
犯
灯
の

設
置
等
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
説
明
し
、
退
会
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

③
広
報
紙
の
分
散
配
布

や
、
自
治
会
長
等
と
の
連
絡

や
報
告
は
メ
ー
ル
等
で
の
や

り
と
り
で
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

④
加
入
・
未
加
入
に
よ
る

公
平
性
は
、全
国
的
な
課
題
。

本
町
の
一
部
の
自
治
会
で

は
、
防
犯
灯
の
電
気
代
を
退

会
さ
れ
た
方
か
ら
も
負
担
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
令
和
８
年
度
に

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
財
政
検
討
特
別

委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
町
財
政
の
現

状
と
課
題
、
結
果
分
析
・
課

題
分
析
と
対
応
策
検
討
な

ど
、
過
去
を
振
り
返
り
、
次

に
進
む
た
め
の
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
特
別
委

員
会
は
、
４
回
計
画
さ
れ
て

お
り
、全
員
協
議
会
を
経
て
、

３
月
下
旬
に
策
定
予
定
で

す
。
現
状
を
鑑
み
、
方
向
性

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
財
政
状
況
に
つ
い

て
は
、
２
回
開
催
し
て
お
り

ま
す
財
政
検
討
特
別
委
員
会

に
お
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
、

国
の
税
制
改
正
（
い
わ
ゆ
る

１
０
３
万
円
の
壁
の
見
直

し
）、
制
度
改
正
等
に
影
響

を
受
け
る
財
政
で
あ
り
、
今

後
、
中
学
校
長
寿
命
化
改
修

事
業
、
新
庁
舎
建
設
事
業
な

ど
の
大
型
事
業
が
控
え
て
お

り
ま
す
。

　

こ
こ
で
無
計
画
な
財
政
運

営
を
行
え
ば
、
再
び
元
の
苦

負担の少ない自治会運営と
　　　公平性の確保

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に

　
　
　

生
理
用
品
の
設
置
を

　

相
談
を
た
め
ら
う
児
童
生

徒
や
、
自
己
表
現
が
苦
手
な

児
童
生
徒
へ
の
配
慮
に
つ
い

て
は
、
保
健
室
で
も
ら
え
る

こ
と
を
女
子
ト
イ
レ
の
個
室

に
掲
示
し
、
対
話
を
通
じ
て

支
援
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
の
不
安
や
心
配

等
の
内
面
の
気
づ
き
、
そ
の

為
に
必
要
と
な
る
配
慮
あ
る

対
応
こ
そ
、
全
て
に
お
い
て

求
め
ら
れ
る
学
校
の
役
割
で

果
た
す
べ
き
責
務
と
認
識
し

て
い
る
。

　

学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
の
設
置
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
と
同
じ
様
に
、
生

理
用
品
も
ト
イ
レ
に
設
置
す

る
こ
と
で
、
安
心
し
て
学
校

生
活
が
送
れ
る
こ
と
は
、
設

置
し
て
い
る
学
校
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

　

昨
年
10
月
時
点
で
、
小
中

学
校
に
設
置
す
る
区
市
町
村

は
２
９
５
、
ま
た
役
所
庁
舎

ト
イ
レ
へ
の
設
置
も
１
２
１

自
治
体
に
広
が
り
、
民
間
企

業
に
も
波
及
し
て
い
ま
す
。

　

文
科
省
の
「
事
務
連
絡
」

で
も
、
生
理
用
品
の
必
要
を

言
い
出
し
に
く
い
児
童
・
生

徒
に
も
配
慮
し
、
安
心
し
て

入
手
で
き
る
提
供
場
所
を
保

健
室
以
外
に
も
設
け
る
工
夫

を
求
め
て
い
ま
し
た
。
生
駒

郡
内
で
、
生
理
用
品
を
設
置

し
て
い
な
い
の
は
平
群
町
だ

け
で
す
。
平
群
町
も
決
断
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

地
震
等
大
災
害
時
の
長
期

間
断
水
に
必
要
と
な
る
生
活

用
水
の
供
給
は
重
要
で
す
。

本
町
で
は
そ
の
一
つ
、
民
間

所
有
井
戸
の
提
供
制
度
を
令

和
６
年
９
月
か
ら
実
施
し
て

い
る
。
登
録
数
は
現
時
点
で

６
カ
所
だ
が
、
住
宅
密
集
地

や
町
中
心
部
に
は
な
い
。
今

後
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
更
な

る
登
録
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
公
的
水
源
の
確
保
が

必
要
。
元
簡
易
水
道
等
の
水

源
利
用
が
考
え
ら
れ
る
が
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
公
的
な
災
害
用
生

活
水
供
給
施
設
と
し
て
、
広

域
避
難
施
設
と
な
る
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
井
戸

を
整
備
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
。
平
時
は
そ
の
地
下
水
を

植
栽
の
灌
漑
用
に
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
、
夏
場
の
上
水

道
の
大
幅
節
減
と
も
な
る
。

避
難
所
等
に
設
置
す
る
井
戸

設
置
は
、
国
の
負
担
も
あ
り

町
負
担
は
少
な
く
、
災
害
時

対
策
と
日
常
の
節
水
も
で
き

る
有
効
な
設
備
と
な
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
実
現
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
く
提
案
す
る
。

　

今
後
も
広
報
紙
等
で
、
災

害
時
の
民
間
井
戸
登
録
の
呼

び
か
け
を
行
な
う
と
と
も
に

文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
、
災
害

時
用
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

を
設
置
予
定
し
て
い
る
の
で

井
戸
の
設
置
は
有
効
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。
生
活
用
水

の
確
保
に
つ
い
て
は
情
報
収

集
し
、
検
討
し
て
い
く
。

し
い
状
況
に
陥
る
可
能
性
が

あ
り
、
財
政
面
で
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
新
た
な
財
政
健
全
化
計

画
の
策
定
が
必
要
と
考
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、次
回
以
降
、

開
催
す
る
財
政
検
討
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
引
き
続
き

ご
意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
、

内
容
を
深
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公的な災害用井戸の設置を

植田　いずみ

稲月　敏子山本　隆史

長良　俊一

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

町政を問う！一般質問一般質問一般質問 町政を問う！一般質問一般質問一般質問

15 令和8年2月1日発行
No.304

14令和8年2月1日発行
No.304

260119-平群議会304号-web用.indd   15260119-平群議会304号-web用.indd   15 2026/01/19   13:152026/01/19   13:15



ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
等
の

　
　
　

屋
外
ト
イ
レ
改
修
を

　

厚
生
労
働
省
は
9
月
に
、

身
寄
り
な
き
高
齢
者
が
病
気

に
な
っ
た
際
や
亡
く
な
っ
た

後
の
手
続
き
を
支
援
す
る
全

国
的
な
仕
組
み
の
具
体
案

を
、
専
門
家
会
議
で
示
し
て

い
ま
す
。

　

知
的
障
害
者
や
認
知
症
の

高
齢
者
の
権
利
や
財
産
を
守

る
成
年
後
見
な
ど
を
通
じ

て
、
身
寄
り
が
な
い
高
齢
者

の
生
活
課
題
に
対
応
す
る
事

業
に
、相
続
人
捜
し
や
火
葬
・

埋
葬
を
担
う
市
区
町
村
も
、

積
極
的
に
関
わ
る
仕
組
み
作

り
が
必
要
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
行
政
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
厚
生
労
働
省
の
専

門
会
議
に
お
い
て
、
高
齢
者

の
身
元
保
証
か
ら
日
常
生
活

支
援
、
死
後
事
務
の
処
理
に

至
る
ま
で
広
く
生
活
を
支
え

て
い
く
た
め
、
既
存
の
各
施

策
も
踏
ま
え
た
上
で
、
必
要

な
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
引
き
続
き
関
係
機
関
等

と
連
携
を
密
に
し
、
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
に
よ
る
地
域
の
実
態

把
握
に
努
め
な
が
ら
、
認
知

症
高
齢
者
や
独
り
暮
ら
し
高

齢
者
、
ま
た
障
が
い
者
等
、

困
難
を
抱
え
る
方
々
に
対
す

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
利
用

支
援
や
市
町
村
申
し
立
て
に

よ
る
成
年
後
見
制
度
利
用
の

促
進
を
図
り
、
こ
れ
ら
の
諸

課
題
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

各
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
等

は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
中
央
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
健
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
北
公
園
が
存
在
し

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
屋
外
ト
イ
レ
の

現
状
は
、
障
が
い
者
用
ト
イ

レ（
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座
）

を
除
い
て
は
、
男
女
と
も
和

式
、
ま
た
洋
式
に
つ
い
て
は

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座

は
、
身
体
的
な
負
担
の
軽
減

を
図
り
、
毎
日
の
ト
イ
レ
を

よ
り
快
適
で
衛
生
的
に
す
る

多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
状
況
に

応
じ
て
、
和
式
ト
イ
レ
の
一

部
を
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座

に
ま
た
、
旧
の
洋
式
ト
イ
レ

を
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座
に

早
急
に
改
修
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。優
先
順
位
を
定
め
て
、

設
備
的
に
も
着
手
し
や
す
い

箇
所
か
ら
快
適
な
温
水
洗
浄

便
座
を
年
度
内
に
１
日
も
早

く
設
置
さ
れ
る
よ
う
、
強
く

要
望
い
た
し
ま
す
。

身寄りなき高齢者について

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
工
事
に
つ
い
て

　

①
２
０
１
１
年
に
違
法
開

発
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
も
産

廃
投
棄
が
あ
っ
た
。

　

②
今
ま
で
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
ら
、
が
れ
き
類
を
約
４

６
４
㎥
、
木
く
ず
81
㌧
を
処

理
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

③
今
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う

な
考
え
は
な
い
。

　

県
廃
棄
物
対
策
課
は
、
盛

土
崩
壊
の
あ
っ
た
近
辺
及
び

農
園
天
国
跡
地
に
、
産
廃
混

じ
り
土
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
を
認
め
て
い
る
。
現
地
調

査
で
広
範
囲
に
層
と
し
て
存

在
し
て
お
り
、
そ
の
量
は
数

千
㎥
に
達
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。県
廃
棄
物
対
策
課
は
、

不
法
投
棄
さ
れ
た
産
廃
混
じ

り
土
は
「
許
可
さ
れ
た
中
間

処
理
施
設
に
搬
出
し
、
分
別

の
上
、
が
れ
き
を
取
り
除
い

た
土
は
再
生
土
と
し
て
利
用

可
能
だ
」と
説
明
し
ま
し
た
。

　

①
開
発
地
内
で
過
去
に
大

規
模
不
法
投
棄
が
あ
っ
た
の

か
。

　

②
大
規
模
盛
土
工
事
に
産

業
廃
棄
物
が
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
搬
出
確
認
の
た
め
廃
棄

物
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
確
認

を
行
っ
た
の
か
。

　

③
住
民
説
明
会
を
ま
と
も

に
行
わ
ず
工
事
を
進
め
て
い

る
。
事
業
者
に
対
し
て
姿
勢

を
正
す
よ
う
指
導
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

日
本
は
超
高
齢
社
会
に
突

入
、
高
齢
者
が
人
生
を
謳
歌

し
て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う

で
は
な
く
２
０
１
６
年
の
調

査
で
健
康
寿
命
と
平
均
寿
命

の
間
に
十
年
近
く
の
差
が
あ

り
ま
す
。
現
在
多
く
の
高
齢

者
は
人
生
最
後
の
十
年
近
く

日
常
生
活
に
制
限
が
あ
り
不

健
康
な
期
間
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
人
生
百
年

時
代
、
百
歳
ま
で
元
気
に
過

ご
せ
る
カ
ギ
は
フ
レ
イ
ル
予

防
に
あ
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。
フ
レ
イ
ル
と
は
健
康
な

状
態
と
要
介
護
状
態
の
中
間

の
段
階
で
す
。
そ
ん
な
意
味

を
踏
ま
え
た
上
で
本
町
に
一

名
し
か
居
な
い
健
康
運
動
指

導
士
の
存
在
は
大
変
重
要
で

す
。
そ
の
お
陰
で
町
民
の
フ

レ
イ
ル
予
防
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

　

①
町
民
の
運
動
の
必
要
性

へ
の
お
考
え
は
。

　

②
今
後
の
人
材
確
保
・
育

成
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

　

①
各
種
運
動
教
室
の
開
催

は
高
齢
者
が
外
出
の
機
会
の

創
設
、
参
加
者
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

な
り
継
続
し
て
取
り
組
む
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

②
今
後
も
高
齢
化
が
進
む

中
、
健
康
運
動
指
導
士
、
保

健
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養

士
、
保
育
士
等
多
様
な
有
資

格
者
共
働
に
よ
る
継
続
的
な

取
組
み
が
必
要
と
認
識
し
、

人
材
確
保
、
財
源
確
保
も
含

め
、
引
続
き
体
制
整
備
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

温
水
洗
浄
型
便
座
（
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
）
の
設
置
に
つ

き
ま
し
て
は
、
高
齢
者
を
は

じ
め
、
幅
広
い
年
代
の
方
々

が
利
用
す
る
施
設
に
と
っ

て
、
衛
生
面
や
利
便
性
の
向

上
に
つ
な
が
る
設
備
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
財
源
確

保
を
含
め
早
い
時
期
に
設
置

す
る
よ
う
調
整
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
等
の

　
　
　

屋
外
ト
イ
レ
改
修
を

　

厚
生
労
働
省
は
9
月
に
、

身
寄
り
な
き
高
齢
者
が
病
気

に
な
っ
た
際
や
亡
く
な
っ
た

後
の
手
続
き
を
支
援
す
る
全

国
的
な
仕
組
み
の
具
体
案

を
、
専
門
家
会
議
で
示
し
て

い
ま
す
。

　

知
的
障
害
者
や
認
知
症
の

高
齢
者
の
権
利
や
財
産
を
守

る
成
年
後
見
な
ど
を
通
じ

て
、
身
寄
り
が
な
い
高
齢
者

の
生
活
課
題
に
対
応
す
る
事

業
に
、相
続
人
捜
し
や
火
葬
・

埋
葬
を
担
う
市
区
町
村
も
、

積
極
的
に
関
わ
る
仕
組
み
作

り
が
必
要
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
行
政
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
厚
生
労
働
省
の
専

門
会
議
に
お
い
て
、
高
齢
者

の
身
元
保
証
か
ら
日
常
生
活

支
援
、
死
後
事
務
の
処
理
に

至
る
ま
で
広
く
生
活
を
支
え

て
い
く
た
め
、
既
存
の
各
施

策
も
踏
ま
え
た
上
で
、
必
要

な
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
引
き
続
き
関
係
機
関
等

と
連
携
を
密
に
し
、
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
に
よ
る
地
域
の
実
態

把
握
に
努
め
な
が
ら
、
認
知

症
高
齢
者
や
独
り
暮
ら
し
高

齢
者
、
ま
た
障
が
い
者
等
、

困
難
を
抱
え
る
方
々
に
対
す

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
利
用

支
援
や
市
町
村
申
し
立
て
に

よ
る
成
年
後
見
制
度
利
用
の

促
進
を
図
り
、
こ
れ
ら
の
諸

課
題
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

各
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
等

は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
中
央
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
健
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
北
公
園
が
存
在
し

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
屋
外
ト
イ
レ
の

現
状
は
、
障
が
い
者
用
ト
イ

レ（
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座
）

を
除
い
て
は
、
男
女
と
も
和

式
、
ま
た
洋
式
に
つ
い
て
は

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座

は
、
身
体
的
な
負
担
の
軽
減

を
図
り
、
毎
日
の
ト
イ
レ
を

よ
り
快
適
で
衛
生
的
に
す
る

多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
状
況
に

応
じ
て
、
和
式
ト
イ
レ
の
一

部
を
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座

に
ま
た
、
旧
の
洋
式
ト
イ
レ

を
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座
に

早
急
に
改
修
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。優
先
順
位
を
定
め
て
、

設
備
的
に
も
着
手
し
や
す
い

箇
所
か
ら
快
適
な
温
水
洗
浄

便
座
を
年
度
内
に
１
日
も
早

く
設
置
さ
れ
る
よ
う
、
強
く

要
望
い
た
し
ま
す
。

身寄りなき高齢者について

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
工
事
に
つ
い
て

　

①
２
０
１
１
年
に
違
法
開

発
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
も
産

廃
投
棄
が
あ
っ
た
。

　

②
今
ま
で
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
ら
、
が
れ
き
類
を
約
４

６
４
㎥
、
木
く
ず
81
㌧
を
処

理
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

③
今
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う

な
考
え
は
な
い
。

　

県
廃
棄
物
対
策
課
は
、
盛

土
崩
壊
の
あ
っ
た
近
辺
及
び

農
園
天
国
跡
地
に
、
産
廃
混

じ
り
土
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
を
認
め
て
い
る
。
現
地
調

査
で
広
範
囲
に
層
と
し
て
存

在
し
て
お
り
、
そ
の
量
は
数

千
㎥
に
達
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。県
廃
棄
物
対
策
課
は
、

不
法
投
棄
さ
れ
た
産
廃
混
じ

り
土
は
「
許
可
さ
れ
た
中
間

処
理
施
設
に
搬
出
し
、
分
別

の
上
、
が
れ
き
を
取
り
除
い

た
土
は
再
生
土
と
し
て
利
用

可
能
だ
」と
説
明
し
ま
し
た
。

　

①
開
発
地
内
で
過
去
に
大

規
模
不
法
投
棄
が
あ
っ
た
の

か
。

　

②
大
規
模
盛
土
工
事
に
産

業
廃
棄
物
が
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
搬
出
確
認
の
た
め
廃
棄

物
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
確
認

を
行
っ
た
の
か
。

　

③
住
民
説
明
会
を
ま
と
も

に
行
わ
ず
工
事
を
進
め
て
い

る
。
事
業
者
に
対
し
て
姿
勢

を
正
す
よ
う
指
導
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

日
本
は
超
高
齢
社
会
に
突

入
、
高
齢
者
が
人
生
を
謳
歌

し
て
い
る
か
と
い
う
と
そ
う

で
は
な
く
２
０
１
６
年
の
調

査
で
健
康
寿
命
と
平
均
寿
命

の
間
に
十
年
近
く
の
差
が
あ

り
ま
す
。
現
在
多
く
の
高
齢

者
は
人
生
最
後
の
十
年
近
く

日
常
生
活
に
制
限
が
あ
り
不

健
康
な
期
間
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
人
生
百
年

時
代
、
百
歳
ま
で
元
気
に
過

ご
せ
る
カ
ギ
は
フ
レ
イ
ル
予

防
に
あ
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。
フ
レ
イ
ル
と
は
健
康
な

状
態
と
要
介
護
状
態
の
中
間

の
段
階
で
す
。
そ
ん
な
意
味

を
踏
ま
え
た
上
で
本
町
に
一

名
し
か
居
な
い
健
康
運
動
指

導
士
の
存
在
は
大
変
重
要
で

す
。
そ
の
お
陰
で
町
民
の
フ

レ
イ
ル
予
防
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

　

①
町
民
の
運
動
の
必
要
性

へ
の
お
考
え
は
。

　

②
今
後
の
人
材
確
保
・
育

成
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

　

①
各
種
運
動
教
室
の
開
催

は
高
齢
者
が
外
出
の
機
会
の

創
設
、
参
加
者
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

な
り
継
続
し
て
取
り
組
む
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

②
今
後
も
高
齢
化
が
進
む

中
、
健
康
運
動
指
導
士
、
保

健
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養

士
、
保
育
士
等
多
様
な
有
資

格
者
共
働
に
よ
る
継
続
的
な

取
組
み
が
必
要
と
認
識
し
、

人
材
確
保
、
財
源
確
保
も
含

め
、
引
続
き
体
制
整
備
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

温
水
洗
浄
型
便
座
（
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
）
の
設
置
に
つ

き
ま
し
て
は
、
高
齢
者
を
は

じ
め
、
幅
広
い
年
代
の
方
々

が
利
用
す
る
施
設
に
と
っ

て
、
衛
生
面
や
利
便
性
の
向

上
に
つ
な
が
る
設
備
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
財
源
確

保
を
含
め
早
い
時
期
に
設
置

す
る
よ
う
調
整
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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町 の 話 題

近大院生のベンチャーが食用ばらを発売！

12月定例会（第6回定例会）12月定例会（第6回定例会）

　2025年4月に近畿大学発のベンチャー企業として、ばらのある暮
らしを提案するブランド『株式会社ばらめく』として創業開始。
　笑顔がチャーミングな若き代表は、近畿大学大学院2年の中筋穂
奈実さん24歳。バラ農家で育ち、自身も幼い頃からバラが大好きで、
大学でも専門の先生に師事出来た事が強みと語る。
　『ばらめく』は昨年秋、5種のローズティーを販売。バラの香りによ
る癒し効果に加えポリフェノールやビタミンなどを活かした“飲むバ
ラ習慣”を提案。香りや味わいだけでなく、安心・安全な生産・加工体
制を整え高品質なエディブルローズ（食用）を安定的供給するため、
減農薬で丁寧に栽培されたバラのみを使用。近大農学部での研究ノ
ウハウを生かしたUＶ-Ｂ照射技術により、農薬使用量を80％以上削
減に成功。冷蔵で1週間以上の鮮度保持が可能な生花に加え、ドラ
イ・パウダー化による長期保存も可能にする等、様々な取り組みも。
母・里美さんが組合長を務める平群温室バラ組合からバラを購入し、
ご自身も生育にかかわり事業を展開する。
　平群町のバラ農業の歴史と技術を継承しつつ、近大×平群温室バラ組合×平群町による産官
学の包括連携協定のもと、食用バラを活用した地域特産品開発を進める。
　穂奈実さんは、昨年5月北京で開催された国際園芸学会バラシンポジウムにて若手ポスター賞
を受賞。同年12月に近大主催の学生向けビジネスコンテストのグランプリ部門で見事最優秀賞
受賞。優勝賞金は200万円。

　今後の展望は、学問との両立をしながら、
バラを“飾るもの”から“暮らしの一部とし
て楽しむもの”へと広げ、香りと癒しを通し
人々の心に寄り添う身近なブランドとして成
長したい。と平群の未来を見据えた輝く瞳
で語る。商品は平群町ＨeｇuｒiＲｏｓｅ、奈
良うまいものプラザ、平城京いざない館、近
畿大学コンビニＰｌｕｍなどで販売中！
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